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響
聾
循
羅
．
議
響
欝

二
四

（
六
八
瞬
）

『
行
憲
國
民
大
會
』
紀
要

及

川

恒

忠

本
年
春
、
新
憲
法
の
實
施
以
後
．
は
じ
め
て
欄
か
れ
た
『
行
憲
國
民
大
會
』
に
就
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
僅
に
断
井
的
の
報
導
に

㌻
か
接
し
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
こ
の
度
、
・
入
手
極
め
て
困
難
な
束
方
雑
誌
の
六
月
號
で
、
朱
氏
文
光
君
の
一
文
『
第
一
顧
國
民
大
會
的
繧

羅
蘇
難
籔
雛
婚
講
鞭
し
ぐ
識
る
集
掛
來
袴
よ
っ
て
這
の
、
篇
の
丈
章
に
随

　
民
國
三
十
む
年
三
丹
廿
九
日
、
第
一
届
國
昆
弐
會
が
正
式
に
幕
を
開
け
た
。
出
席
代
表
は
選
出
代
表
二
、
九
〇
八
人
中
の
一
、
六
三
一
人

で
、
藝
発
整
整
て
窪
．
お
日
、
ま
こ
と
昊
無
朗
、
．
壽
壽
、
丙
鯖
畠
参
鵠
陵
纂
蓼
焚
姦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

馨
憶
婁
嚢
壽
妻
肇
、
浄
蒔
に
募
函
舅
式
築
器
の
奮
箕
集
櫨
墾
。

書
釜
募
蓄
會
禦
聚
髪
．
す
る
と
會
馨
墾
蓼
薦
警
ぎ
奪
た
．
罠
大
裏
露
の
蚕
饒
蕎

問
題
で
あ
る
。
國
民
大
魚
繕
織
法
の
策
五
傑
は
「
國
民
大
會
は
主
席
團
を
設
け
、
幽
席
代
表
が
廿
五
人
を
互
選
し
て
之
を
紐
織
す
る
」
ど
規

定
し
て
ゐ
る
が
、
し
の
時
⑳
幽
庸
代
表
の
多
数
は
、
昔
五
人
で
は
代
表
繕
数
約
三
千
人
に
封
し
て
鋒
ゆ
少
な
過
ぎ
る
か
ら
、
少
く
と
も
代

過
和
感
想
』
を
詠
む
に
及
び
、
わ
れ
わ
れ
は
初
め
て
大
會
の
模
様
を
稍
詳
し
く
識
る
こ
と
が
出
来
た
。
よ
つ
て
随
の
一
篇
の
文
章
に
随



衷
の
選
幽
母
艦
た
る
六
十
数
個
の
軍
位
が
、
必
す
一
軍
位
毎
に
主
席
を
禺
し
て
主
席
團
に
参
加
す
ゐ
や
う
に
改
め
な
け
れ
ば
激
ら
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ

強
調
し
た
。
彼
等
に
随
へ
ぱ
、
さ
う
ず
る
こ
と
に
よ
つ
士
始
め
て
主
席
團
と
各
選
餌
軍
位
と
の
間
に
意
見
が
疎
通
さ
れ
、
望
ま
し
か
ら
ぬ

障
碍
が
起
ら
な
い
で
濟
軌
響
あ
ら
う
と
い
ふ
の
暦
あ
つ
た
。
こ
の
主
張
は
一
般
に
首
肯
さ
艦
た
が
、
9
さ
て
、
さ
う
な
る
と
、
今
度
は
國
民

大
，
會
が
巣
し
て
穴
會
自
身
で
大
奢
組
織
法
を
修
正
す
る
こ
と
が
出
楽
る
か
ど
ケ
か
と
い
ふ
こ
と
が
其
次
ぎ
の
問
題
と
な
つ
な
。
憲
法
第
二

　
　
じ
ア
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
ひ
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コ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

老
條
の
墾
喉
髪
、
國
昊
會
の
職
穫
羅
統
．
罵
統
の
蒙
繋
統
．
副
嚢
の
愛
掻
勢
盤
翌
擁
の
裾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

す
る
簾
㎜
法
修
憲
案
の
複
決
で
あ
り
、
　
一
般
法
律
の
創
制
や
複
決
に
就
て
は
、
前
記
㊧
㈲
の
二
墳
の
場
合
を
除
養
、
全
國
縣
市
の
牛
激
が
』
既

起
創
制
．
複
決
の
二
穫
を
行
槙
す
る
に
至
つ
た
後
、
始
め
て
國
民
大
會
が
そ
の
辮
法
を
制
定
す
る
と
い
ふ
ζ
怯
に
な
り
て
ゐ
る
。
・
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ノ

現
在
の
懐
民
大
禽
は
法
律
を
創
制
し
或
は
複
決
す
る
こ
と
な
樹
ぼ
轟
來
な
い
諜
け
で
、
隣
つ
て
大
會
が
大
會
自
身
．
の
組
織
法
を
修
証
す
る

　
　
ノ
　
　
　
　
リ

こ
と
は
憲
法
碗
規
定
に
反
す
る
と
い
ふ
見
方
が
、
一
．
慮
、
成
立
つ
の
で
あ
る
。
ぞ
ご
で
一
蔀
の
代
表
ば
、
「
今
の
國
民
大
會
は
『
行
憲
國
民

番
塞
あ
る
以
上
、
蕎
自
崇
嚢
養
暴
舞
で
て
讐
象
い
、
憲
法
拳
窒
喬
禁
ゑ
と
警
髪
問
馨
、
憲

蓄
修
豪
震
膣
い
唇
、
ゑ
を
導
し
美
下
に
懸
肇
謹
の
鶴
を
、
蓼
ぺ
き
で
勇
．
馨
嚢
茨
轡
に
葎
の
修

轟
藁
へ
て
窪
ぶ
ら
、
何
人
美
籍
馨
の
修
藷
義
玄
こ
と
馨
さ
れ
奎
嶺
蓮
．
之
鋳
し
属
の
廊
代

表
は
「
本
察
、
図
民
大
會
は
最
高
権
力
機
關
で
あ
る
。
憲
法
す
ら
郵
修
正
す
る
こ
と
が
轟
來
る
の
で
あ
る
か
ら
燭
況
や
其
他
の
法
律
を
修
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じ

正
す
る
こ
と
が
餌
來
な
め
道
理
は
な
い
」
と
慮
酬
し
て
、
討
論
頗
る
活
濃
で
、
軒
然
Ψ
波
瀾
を
引
き
起
し
た
。
す
る
と
代
表
の
｝
人
き
．
称

彬
昏
「
孝
し
垂
織
諮
釜
姦
へ
ぞ
ξ
、
主
躇
の
下
竺
3
篤
責
黎
聲
、
毒
肇
位
、
（
大
會
袋
の
）

嚢
妻
人
を
葦
し
塞
餐
箋
墓
、
薦
毒
鼻
表
墓
峯
舞
席
峯
2
護
、

主
庸
遡
と
各
翠
位
と
の
聞
κ
窓
見
の
疎
通
を
踊
る
こ
と
は
何
で
も
な
W
」
と
速
べ
て
特
別
委
員
會
を
設
置
ナ
る
案
を
『
提
出
し
よ
グ
と
し

　
　
　
　
『
宥
簸
蟹
渓
た
禽
｝
紀
饗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
五
　
　
蹟
蓉
義
灘
W



　
　
　
　
禦
璽
羅
驚
欝
濾
奪
鰯
．
噸
襲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
汰
浦
6
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し
　
　
ち

鵬
．
湧
餐
澹
歪
授
嬰
轟
法
馨
り
た
循
饗
暴
、
借
し
2
毒
幾
の
董
詮
漂
勢
薯
縛
毒
薯
は

そ
履
璽
嘆
黛
黛
を
華
る
ζ
と
腐
難
需
る
稽
奮
し
始
め
逢
、
．
大
抵
の
査
、
民
は
修
正
に
爵
ず
る

の
．
蓄
像
憲
マ
、
筆
委
醤
さ
膣
お
に
氏
の
降
碧
燈
立
て
、
誘
た
妻
鏡
明
の
奮
露
碧
て
了
建
．

遼
嚢
繧
溶
懸
け
る
姦
襲
の
贅
姦
ぞ
、
瑠
藻
集
嘉
嚢
の
釜
茜
ら
叢
し
証
鏡
篇
ぞ

拳
墾
燈
を
を
愈
、
蜜
睦
書
叢
蓼
蓼
召
集
し
≦
露
の
人
薯
八
＋
嚢
髪
め
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
、

一
瘍
”
の
風
波
は
先
づ
挙
静
に
蹄
し
た
。

　
　
　
　
　
　
り
ひ

マ
塗
箋
腐
題
奮
翼
老
段
毒
男
輩
編
す
ゑ
終
鯛
民
套
憲
墨
撰
法
に
よ
ゑ
屋
露
の

各
毒
は
、
「
重
集
麗
名
蓮
懇
老
を
羅
レ
、
繋
多
き
違
華
蓬
の
で
あ
桑
、
滋
代
誰
書
羅
名
裾

登
葵
歪
奪
薯
書
難
髭
．
．
剣
ち
軍
位
奨
婁
そ
の
人
讐
多
鴇
譲
、
繋
豊
愚
饗
換
薯
候
響
の
墓

を
奮
肇
膣
と
奮
誉
が
、
蒼
小
軍
藩
釜
の
代
表
髭
器
通
や
嚢
蓄
る
蓬
が
禺
來
な
い
釜

め
て
不
利
で
倉
よ
ふ
の
需
つ
た
．
か
く
し
て
籍
輩
尿
の
馨
姦
奮
、
鷲
，
「
麗
重
塵
簾
曽
墾
．
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
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ヂ
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ド
　
　
　
わ

ふ
の
は
藷
畜
れ
ば
雀
位
垂
釜
嬉
學
こ
と
が
出
謄
し
、
蛮
接
も
と
も
と
人
禦
多
喚
響
蝦
轟
望
多
い

か
暑
馨
馨
書
蓼
詮
で
竃
記
と
し
盗
膣
て
、
鶯
損
を
す
羨
肇
経
い
か
落
薯
．
盛
違
象
、
一
羅
蛋

め
ら
れ
た
結
果
、
．
婦
人
代
表
や
小
軍
位
の
職
業
團
醗
に
却
入
し
た
代
表
な
ど
は
、
甚
だ
苦
し
い
叉
は
不
利
盗
な
立
場
に
置
か
れ
る
宅
と
に

な
£
、
㌧
つ
事
、
菱
代
護
温
震
婆
霧
孝
る
奨
羅
の
利
奮
繁
喬
盤
馨
誉
と
認
に
、
他
の
一
璽

護
女
島
蓄
董
讐
黎
驚
震
し
春
れ
ば
馨
誉
．
の
で
、
馨
蒙
豪
し
誉
誉
蓄
歯
覆
立
欝
楽
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を
り
　
　
　
　
　
　
び

ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
叉
、
．
小
箪
位
．
の
臓
業
團
翻
入
代
表
に
就
て
日
へ
ば
、
選
學
、
の
時
」
彼
の
厨
す
る
本
省
は
彼
を
省
軍
位
の



代
表
と
し
て
取
扱
は
麿
必
で
あ
ら
う
↓
、
さ
ウ
と
て
彼
の
加
入
せ
る
職
業
團
艦
軍
位
は
人
敷
極
め
て
少
く
、
そ
の
全
部
の
代
表
ガ
こ
ぞ
づ

て
域
す
帆
人
を
選
藷
す
る
『
し
ぞ
も
」
人
分
主
席
す
ら
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
結
果
と
な
る
わ
け
で
・
會
計
士
翠
位
の
如
き
は
則
ぢ
其
一

倒
で
訪
る
。

ヌ
ど
囎
擁
に
馨
榿
方
璽
高
亭
儲
嚢
し
書
暴
態
窺
は
斐
』
遼
薮
裾
縷
「
警
遭
底
敦

員
墨
協
、
麗
器
か
究
、
そ
鴇
養
團
讐
茨
数
葵
多
も
か
も
葦
綜
窮
灘
逡
悔
考
、
繕
か

ら
黒
憲
罐
か
書
憲
、
鳶
に
蓬
裏
莫
禦
多
数
あ
つ
た
の
で
盈
務
、
そ
瑠
多
懲
校
養
簿
の
蓼
藷
み

舌
ら
鐘
姦
讐
劣
廼
．
力
婁
筆
茎
祭
塁
席
ズ
蚤
し
た
に
響
盗
渥
篠
、
義
の
袋
些
、
美
代

秀
大
竃
康
憐
に
鯉
お
こ
豪
、
溜
鵜
粛
耗
憲
碧
が
を
雰
鑑
遅
膣
奮
、
．
彼
簿
．
毎
朝
麓
憲
罫

整
嬰
薄
ε
濃
裟
髪
ぴ
復
馨
益
よ
ふ
忙
匙
蓬
寒
誉
2
箋
叢
参
た
の
書
る
、
野
吾
、

　
　
痢
些
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
　
　
　
　
　
甲
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

毒
髪
馨
が
簾
髪
ぎ
、
籍
誉
辛
暑
肉
．
蕎
叢
藩
響
．
當
選
姦
琴
善
葬
懲
蓼
り
携
樵
、

訟
り
そ
の
た
め
で
あ
つ
た
9
．
ガ
も
其
結
果
、
・
選
學
は
却
づ
て
贋
調
に
進
行
し
、
八
十
五
人
の
主
席
が
歪
式
に
選
拠
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
蓬

の
で
は
あ
る
淋
o

次
い
で
馨
場
壽
讐
砦
笈
ん
藁
房
問
禦
馨
お
姦
の
袋
は
、
本
大
霞
翼
を
欝
し
、
致
府
の
馨
蓋

弩
、
量
猛
饗
裏
幽
驚
認
む
ぺ
毒
ゆ
る
童
斐
．
鷺
は
頗
る
緊
張
を
蕃
、
籍
の
蓼
も
刻
・
乏
愛
毒

言
毒
填
、
糞
蓑
塁
霧
鍵
婆
讐
器
ぞ
と
薯
然
蓄
ぞ
、
蕎
ξ
．
鶯
嘉
省
及
ぴ
鷹
薯
の
代

表
な
君
は
、
者
螂
め
爵
河
絃
礫
れ
、
骨
肉
は
流
離
す
拳
有
様
で
、
・
悲
憤
ま
こ
ど
に
抑
へ
き
れ
ね
感
儀
に
燃
え
て
ゐ
た
。
彼
等
に
逡
の
大
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
礁
　
　
　
執
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
乳
　
噺
　
一

籔
篭
欲
府
拠
も
報
侮
蕎
警
、
將
來
鶴
馨
方
婆
墜
危
墾
挽
救
し
、
内
載
の
査
峯
蓼
嘉
を
幣
霧
つ
劣

　
　
　
　
謬
薫
轍
慧
響
量
瞬
繋
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
む
　
　
　
壌
鑑
竃
騨



　
　
　
　
扇
霧
鷹
黛
餐
V
鑑
鷺
静
紀
憂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
六
八
凡
）

で
毫
薩
つ
凄
簿
箒
は
蟹
斐
暮
砦
髪
鈍
耀
象
途
合
ひ
の
も
の
で
あ
尾
餐
に
嚢
は
麗
大
窟

封
し
て
、
福
蓋
肇
画
髪
欝
す
る
儂
藁
へ
て
募
駿
ぞ
糸
膿
と
秀
た
の
で
驚
．

言
時
、
馨
天
の
菱
袋
翌
つ
て
盤
の
提
薩
嚢
灌
髪
躇
姦
ゆ
る
為
で
薯
乏
奪
、
し
を
の
器
る
．

婁
警
て
欝
は
、
蒸
、
騒
叢
て
、
婆
妥
ら
し
逡
霞
競
霧
倒
さ
墾
了
露
．
ナ
る
参
覆
霧
の
奨
袋

が
承
知
し
な
い
。
民
主
政
府
で
は
、
正
屡
．
ヲ
の
意
見
が
同
様
に
嚢
表
の
機
會
を
得
べ
き
で
あ
ひ
、
殊
艦
憲
法
に
根
擦
す
る
意
見
に
封
し

　
　
も
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ

て
は
決
し
て
抑
璽
が
加
へ
ら
彩
て
は
な
ら
な
い
、
反
封
読
を
聴
か
な
い
蓄
と
な
ど
は
民
主
的
霧
い
t
I
と
抗
議
し
た
。
後
」
ま
た
別
の

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

r
婦
人
代
表
が
、
か
な
ウ
ユ
嚢
モ
ラ
ス
な
句
調
で
、
「
婦
人
代
表
は
人
数
が
甚
だ
少
な
い
と
は
い
へ
全
國
二
億
婦
人
同
胞
を
代
表
」
て
話
翌

ナ
る
確
あ
る
．
髪
秀
の
窺
を
代
衷
し
．
墾
の
撃
を
代
峯
滲
で
惚
か
ら
、
あ
発
譲
、
葱
繋
、
、
こ
と
細
か
に

碧
か
激
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
ま
蓮
べ
た
の
懸
、
緊
張
し
た
室
氣
は
之
に
よ
つ
て
先
づ
な
ご
や
か
に
さ
れ
た
。

　
第
二
日
鴇
軍
は
詩
主
席
が
主
席
と
し
ズ
軍
事
及
び
経
濟
の
歌
況
を
報
告
し
た
。
そ
れ
は
極
め
て
懇
切
且
つ
透
徹
し
た
読
明
で
、
會
場
の

拍
子
は
も
ば
し
鳴
吻
や
ま
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
そ
ご
ば
く
の
代
表
は
欧
治
の
面
で
猫
ぼ
少
し
問
題
が
勘
る
か
ら
V
行
政
院
長
の
補
充
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

皆
を
蓼
い
て
、
然
る
後
、
之
に
検
討
が
加
へ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
と
要
講
し
た
。
戸
そ
こ
で
四
月
十
二
日
の
午
前
、
國
防
部
長
白
崇
禧
が
更
に

軍
事
艦
關
し
て
の
報
告
を
行
ひ
、
午
後
、
之
楓
基
い
て
翰
討
が
績
け
ら
れ
た
と
ご
ろ
、
室
氣
は
異
常
の
興
奮
を
見
せ
、
某
肉
等
の
軍
構
を

誤
ま
つ
た
將
領
に
死
晃
を
令
す
べ
し
な
ど
と
識
す
る
者
さ
へ
あ
つ
て
・
人
を
し
で
明
代
の
蓑
崇
換
・
熊
廷
弼
の
殺
害
事
件
を
想
び
起
さ
せ

る
有
襟
で
あ
つ
た
。

四
早
習
涯
行
瀧
の
雲
關
馨
部
蕃
が
そ
れ
ぞ
喬
婁
蕃
姦
案
．
こ
の
磯
各
袋
筆
募
欝
慨
蕎

砥
若
干
の
意
見
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
そ
れ
は
未
だ
充
分
嚢
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
議
事
欝
程
を
攣
更
せ
よ
と
要
求
．
し
た
。
之
が
た
め
財



政
都
の
愈
部
長
は
三
度
も
壇
上
に
立
桂
生
し
て
猫
ぼ
磯
言
の
機
禽
が
得
ら
れ
な
い
有
様
杏
あ
つ
た
か
ら
、
主
席
團
は
、
そ
の
日
の
午
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

軍
事
の
機
討
を
縫
績
す
る
と
議
定
し
で
會
場
の
室
鼠
を
、
一
感
源
落
付
か
せ
、
次
い
で
財
政
部
・
経
濟
部
・
交
通
部
・
ヂ
糧
食
部
の
四
部
長

　
つ碧
墾
喬
嬰
麗
婁
馨
者
露
・
・
馨
の
肇
露
写
鷹
手
婁
、
壕
欝
鋳
宕
砦
登
と
毒
牟

後
－から

軍
事
の
稔
討
を
縫
練
し
た
。
こ
y
瀞
は
東
北
及
ぴ
北
方
各
省
の
推
し
た
代
表
（
毎
省
二
人
）
に
よ
つ
て
國
府
軍
の
弱
黙
が
少
な
か

ら
ウ
指
摘
畜
れ
売
髄
e
そ
の
中
に
は
全
く
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
國
防
部
が
何
ら
か
挽
救
の
手
を
打
つ
必
要
の
凄
る
こ
と
を
想
は
せ

た
。

　
四
月
十
四
日
、
外
交
部
・
内
政
部
・
教
育
部
、
祉
會
部
が
各
ζ
施
政
報
皆
を
行
つ
．
た
。
極
め
て
亭
穏
無
事
で
あ
つ
た
。
し
か
し
午
後
政

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

纏
濟
の
欝
壽
は
墾
と
姦
蕃
響
鵠
な
言
蒙
闘
は
さ
墾
、

　
第
一
日
目
に
豫
備
會
議
が
開
か
れ
た
時
か
ら
四
月
十
五
舞
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
多
数
の
代
表
は
現
行
憲
法
が
國
民
大
會
に
與
へ
た
槽

隈
は
あ
ま
ラ
少
な
す
ぎ
る
と
W
ふ
考
冒
へ
を
持
つ
や
う
に
な
つ
て
、
憲
法
の
修
正
を
提
案
す
番
意
見
が
紛
六
と
し
て
醒
醸
さ
れ
た
の
瞭
薄
十

五
且
に
癒
る
ど
、
潜
種
み
憲
法
修
正
案
が
一
時
に
ど
つ
と
捷
毘
さ
れ
た
ρ
其
中
、
最
も
重
要
な
も
の
は
張
知
本
代
表
等
八
百
七
十
一
人
が

提
出
し
完
と
救
ろ
の
憲
法
第
二
十
七
條
及
ぴ
第
ニ
ヤ
九
條
汝
文
の
修
正
案
で
毒
つ
之
。
原
案
は
條
理
井
然
、
理
論
穏
當
で
、
張
代
表
が
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
　
　
　
　
　
メ

壇
し
て
、
侃
六
た
る
調
子
で
憲
法
修
正
反
封
読
の
理
由
無
き
旨
を
』
冗
膚
な
き
ま
で
論
駁
L
た
と
き
、
會
場
は
雷
の
如
き
拍
手
喝
架
で
埋
め

ら
れ
た
。
こ
の
時
、
代
表
逡
の
氣
持
で
は
．
這
の
案
を
郎
刻
通
週
さ
せ
た
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
彼
等
は
一
慮
乏
を
審
査
會
の
審
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

交
付
し
て
愼
重
を
期
す
る
こ
と
と
む
た
。
第
二
に
重
要
な
案
は
、
恐
ら
く
莫
徳
恵
代
表
等
七
百
二
十
一
人
が
提
串
し
た
「
動
員
識
働
時
期

臨
時
條
裁
」
・
を
制
定
す
る
案
で
あ
つ
た
で
あ
ら
タ
。
、
し
が
し
、
．
之
も
ま
売
提
案
人
が
詳
細
に
詮
明
し
た
後
、

審
査
會
の
審
査
に
交
付
慧
れ

虻
了
つ
た
溜
。
じ
の
外
、
、
猫
ほ
“
つ
の
非
常
に
重
要
な
法
案
が
あ
つ
た
。
そ
ゆ
は
青
年
窯
の
國
大
代
表
で
診
る
陶
元
珍
等
が
提
出
し
た
掻
法

　
　
　
　
『
煮
鑑
籔
竣
大
脅
』

紀
畏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
二
九
　
　
　
（
六
八
癌
）



　
　
　
　
勲
篠
嫡
鎖
擁
翼
聾
辱
、
鞘
饗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
内
嘉
0
）

望
漿
翌
藁
で
ゑ
た
．
馨
蚤
護
至
も
嚢
の
釜
奪
、
窪
い
奮
、
ザ
袋
嚢
碁
の
ま
吉
篭
叢
て

欝
玄
墓
誌
磐
券
で
鷺
儒
は
と
に
が
ぐ
．
書
屡
、
穂
の
姦
案
の
壷
す
る
≧
こ
ろ
奎
墨
霜
暴

る
も
㊧
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
．
と
り
も
な
ぼ
さ
ウ
、
問
題
σ
重
要
性
を
意
味
す
る
も
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
W
て
は
、
大
會
の
外
に

あ
つ
て
も
張
君
勧
氏
㊧
妬
き
ぱ
、
わ
ざ
わ
ざ
蒋
主
席
に
會
見
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
そ
れ
故
、
修
憲
各
案
が
第
押
審
査
會
に
か
け
ら
れ
る
と
、
軒
然
、
大
波
瀾
が
捲
起
さ
れ
驚
心
賛
否
爾
論
は
互
に
鎗
劒
を
交
へ
て
各
ζ
相
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

皐
、
百
を
婁
隻
し
て
稜
薯
蕎
盗
婁
．
言
甚
癸
婁
改
め
て
嚢
窟
し
早
聾
後
蓋
つ
て
壽
毒

績
し
奈
，
薦
彙
薄
詫
雍
庭
．
．
漿
曇
、
そ
の
途
、
ぞ
焦
り
藻
で
．
あ
つ
窃
馨
象
、
霧
鶯
麗
籍

に
風
ナ
る
國
大
代
表
老
召
藥
レ
て
彼
ら
の
慧
見
を
嬉
い
た
り
、
叉
、
懇
切
に
指
示
し
た
む
し
た
。
そ
の
結
渠
で
も
あ
つ
た
ら
う
が
内
午
後

　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

の
嚢
甚
．
唐
埜
3
折
嚢
ガ
生
墾
期
ち
嚢
提
潤
．
囎
記
臨
時
麟
の
絡
り
に
還
く
と
も
民
國
一
、
一
＋
九
年
＋
嚇
一

月
二
十
五
膨
以
葡
に
鳩
時
蹴
民
大
會
を
召
集
も
て
憲
怯
修
疋
の
問
題
を
商
討
す
る
」
と
い
ふ
一
條
を
追
加
し
よ
う
と
す
る
案
で
あ
つ
た
。

四
孕
餐
皆
讐
冠
、
、
黍
肇
牒
蓼
る
の
蓼
嘉
、
嚢
雀
鼻
蓼
盲
箪
く
雛
蓄
奮
美
婁
藁
し

て
審
査
報
告
を
秘
続
じ
た
。
・
そ
し
て
激
論
が
交
ざ
れ
た
後
、
最
後
に
上
記
の
折
衷
案
瀞
歪
式
に
慈
過
を
見
せ
た
の
で
、
一
同
は
穂
ζ
力
抜

け
し
た
感
に
打
た
れ
だ
の
で
あ
つ
た
。

　
四
月
十
九
露
、
、
大
纏
統
の
選
學
が
行
は
れ
た
。
こ
の
B
は
開
會
以
來
の
最
竜
李
静
な
一
日
で
あ
つ
た
、
開
會
の
當
夜
、
二
三
の
あ
ま
リ

　
　
ァ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

嚢
簾
論
屡
艦
レ
壽
も
ゑ
遜
詫
疑
薯
携
從
容
迫
ら
ざ
る
讐
で
、
お
き
簿
決
さ
れ
、
各
黛
鑛
籍

從
つ
て
禦
を
受
取
り
、
荘
嚴
静
穆
の
裡
に
投
票
を
移
へ
た
。
外
國
使
働
も
開
票
を
樂
醗
し
て
ゐ
た
が
、
．
ま
こ
と
に
未
曾
有
の
静
け
ざ
で
あ

つ
た
。
選
學
の
結
果
、
蒋
主
席
は
二
干
四
盲
三
十
票
、
立
法
院
長
居
正
氏
は
二
百
六
十
九
票
で
、
蒋
主
庸
は
そ
の
得
票
、
代
表
総
額
の
牛



数
を
超
避
し
て
正
式
に
総
統
に
當
選
し
た
。
全
場
は
狛
手
喝
采
、
漱
呼
の
裡
に
散
開
し
た
。
こ
の
日
の
午
後
、
政
治
経
濟
に
關
す
る
槍
討

が
纏
｝
綾
し
て
行
は
れ
た
淋
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
冒
ふ
べ
き
ζ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

．
唐
馨
肇
警
．
薯
憲
覆
畢
墾
．
堵
の
提
案
は
悪
に
馨
雄
を
馨
奪
羅
獲
遡
蒙
瑠

蕊
悔
、
喚
健
馨
手
奮
、
棄
仁
・
讐
奥
籔
．
簿
養
ハ
氏
で
、
叢
磐
人
の
多
簑
ら
美
黍
霧
む
．
決

定
誌
盗
診
る
．

撃
ぞ
蓄
姦
の
條
繁
墾
擢
．
そ
れ
蓬
奮
熱
化
レ
て
い
つ
た
が
、
暑
舞
の
審
筆
縮
の
揚
を
畢
こ

毒
壌
、
謬
遍
歪
攻
奪
る
や
毒
こ
姦
豪
露
．
、
震
自
身
客
篇
馨
峯
婆
馨
常
評
悟
撃
霧
人

肇
慧
裏
寒
あ
る
畜
し
姦
婁
と
し
て
の
霧
を
失
は
盗
窪
．
毒
房
覆
妻
濃
諄
く
、
他
金
肇
ず
る

や
う
誉
と
窪
奪
た
．
琶
薯
老
輩
叢
鼓
」
、
が
中
間
に
介
在
し
て
芳
漂
馨
昏
釜
し
、
二
方
で
は
欝
婁

喜
攻
零
零
尤
義
舞
氏
の
希
望
し
誉
菱
量
聾
奮
羨
ゆ
器
饗
縷
讐
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
げ

慮
援
團
が
行
つ
た
宣
傳
に
な
多
少
面
白
く
な
い
転
の
も
あ
つ
た
が
湘
然
レ
そ
れ
と
て
も
此
庭
に
特
死
述
べ
立
て
る
躍
ど
の
も
の
で
は
瀬
か

つ
た
。

　
ニ
ヂ
一
↓
一
十
二
の
爾
圓
な
午
前
か
3
卑
後
に
か
け
て
大
會
が
開
か
れ
、
各
種
提
案
の
討
論
が
行
は
れ
た
。
瑠
乏
も
と
是
ら
の
提
集
は

氾
に
詳
細
に
審
査
を
経
喪
も
φ
ば
か
り
で
、
’
随
つ
て
報
告
が
濟
む
と
大
抵
は
翼
議
な
く
通
過
す
番
の
で
あ
4
た
。
ど
れ
も
「
異
議
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

と
い
ふ
の
で
葵
は
少
冬
藻
と
な
り
、
出
筆
段
女
と
減
つ
て
來
て
、
一
一
日
揖
の
霧
は
絡
に
糞
数
を
警
．
惑
代

表
が
大
・
食
の
奮
設
獲
構
艇
闘
す
る
案
を
提
笛
”
し
た
と
き
、
法
定
数
ポ
問
題
と
な
り
、
寛
に
紛
糾
さ
へ
起
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

早
意
箏
鷺
鑑
募
馨
奪
詫
た
墨
宗
髭
塔
．
茜
票
蕪
琵
隻
五
彙
，
壽
昏
垂
藁
事
塵

　
　
　
　
類
禰
叢
鰯
鑓
㎝
毒
嚢
騨
纏
纂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
｝
　
　
　
ゑ
擬
当
嘉
凄
Ψ



　
　
　
　
講
蒙
鷺
穫
葎
陶
．
魅
“
暴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
斗
　
　
　
（
穴
九
二
）

稜
燈
麟
勘
翼
、
夷
鍛
壕
二
八
禦
、
譲
養
健
桝
雇
馨
、
碧
薦
盤
一
藁
歪
し
毒
遷
秀
、
嚢
外
の
彙

影
見
せ
た
，
い
っ
た
い
子
右
任
氏
を
推
し
た
蓮
碧
人
の
数
は
七
、
．
八
百
人
あ
つ
た
の
で
、
其
中
、
重
複
す
巻
も
ゆ
を
除
い
て
も
裕
に
五
貸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

人
以
上
は
あ
9
た
警
で
あ
る
。
篭
れ
が
愈
璽
選
學
と
な
る
と
鱒
再
九
十
三
票
と
い
ふ
の
で
、
一
・
髄
だ
う
し
た
鐸
け
で
診
み
が
少
な
か
ら
ウ

髪
喜
逸
勇
奮
需
．
然
し
書
錘
に
厭
懲
縫
の
琶
姦
く
、
養
晶
舞
傷
蔵
席
し
て
鍵
し
、
撃

見
せ
な
か
つ
た
の
健
民
の
七
旬
大
癖
の
一
臓
だ
け
で
“
何
時
も
耀
在
づ
て
微
笑
を
た
藩
へ
つ
」
抽
難
す
る
姿
ぱ
、
ま
牙
と
に
大
政
治
家

の
籍
で
、
全
場
の
羅
を
望
建
．
莫
奮
雰
幾
義
め
看
、
賞
謬
値
憲
も
憲
多
．
．
尤
論
氏
書

選
は
蓮
碧
人
の
数
が
始
め
か
ら
他
の
．
候
補
に
較
あ
べ
て
少
な
か
つ
た
の
で
、
當
然
、
豫
懇
さ
れ
て
ゐ
た
。
之
緯
引
幾
が
へ
季
宗
仁
氏
の
票

繁
急
に
奨
を
と
讐
突
の
慧
姦
髭
窪
ぞ
髪
。
ヌ
、
と
宕
肇
袋
肉
蔑
轟
㌃
醤
饗
森
疑

で
鋤
暴
を
働
い
た
事
件
が
起
9
、
．
ζ
れ
が
孫
科
馬
に
と
つ
て
非
常
に
苓
利
で
あ
つ
た
こ
と
は
雫
は
艦
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

手
署
、
醤
護
多
叢
人
幾
轟
蓬
舞
盤
斐
．
李
氏
墜
±
藁
、
孫
氏
は
書
票
．
程
氏
莫
藁
の
得
馨

の
砥
蕊
式
め
嘗
逡
者
を
撫
ぎ
ヂ
、
薩
ウ
て
臓
躍
日
に
第
三
次
選
學
を
行
ふ
こ
と
に
な
つ
児
渉
、
蟹
ら
す
も
其
晩
塾
ら
意
外
の
構
勢
攣
化
が

生
斐
．
程
器
馨
を
貰
憲
轟
警
せ
る
奮
に
，
自
分
は
蓼
警
、
繋
峯
孫
孟
藁
害
慌
ば
、
雰
麗
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

一
入
は
必
事
樋
串
数
滋
得
る
饗
あ
ら
う
と
考
へ
て
立
候
補
を
放
棄
す
る
旨
を
聲
明
し
た
、
と
ζ
ろ
が
こ
れ
は
劫
つ
て
人
⑳
誤
解
を
招
変
隅

驚
量
婆
讐
て
養
響
放
棄
し
房
霧
盆
饗
は
蜜
に
行
は
墾
聖
い
よ
葬
繋
嘉
醤
婁
．
．
条
れ

議
饗
欝
紙
吉
．
蕎
嚢
叢
薙
お
「
肇
嶺
叢
詫
て
．
｝
響
造
隻
糞
婁
馨
芸
ざ
憲
響
．
影

霧
氏
馨
の
襟
豊
轟
謬
透
く
填
？
）
蕪
の
謬
馨
・
、
・
、
季
菱
が
若
し
塞
す
殺
、
鷺
謹
受
み
、
巷
に

充
分
膨
へ
て
猫
振
譲
り
が
み
る
ば
か
か
か
、
封
外
臨
に
も
條
件
を
其
足
し
て
ゐ
る
嚢
鳶
」
と
い
ふ
の
で
慶
つ
た
か
ら
、
、
蒋
公
は
墨
逡
を
被



づ
て
彊
し
、
箋
象
代
つ
て
馨
義
る
こ
と
姦
蔀
為
藍
い
と
の
悉
覧
墨
じ
、
こ
の
と
こ
ろ
警
の
間
は
、
ま
る
で

壌
馨
饗
薫
覧
物
し
毒
壽
の
考
に
、
各
袋
は
慧
を
い
ら
つ
か
せ
雇
碧
被
畏
．
お
麗
慧
姦
健
帳

の
人
建
も
少
な
か
防
ヴ
衝
動
を
蒙
む
つ
た
。
李
既
は
謡
言
の
憾
る
べ
き
を
痛
感
し
て
ゐ
た
が
昏
蘭
も
な
く
、
程
氏
略
立
候
補
を
放
葉
し
、

　
　
　
ヤ

孫
氏
ま
た
不
弾
を
感
じ
て
引
き
穆
き
面
候
補
を
放
棄
し
た
8
か
う
し
た
形
勢
が
生
ま
れ
た
の
で
大
會
は
臨
時
動
議
を
通
過
P
て
暫
く
休
會

ナ
る
こ
と
に
叛
つ
た
¢
そ
し
で
遣
の
休
會
期
問
中
に
主
席
團
は
主
席
團
會
議
を
開
き
、
胡
適
・
予
斌
・
曾
賓
蒸
・
陳
啓
天
量
孫
麗
夫
五
氏
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

警
蓋
人
獲
補
雷
詫
ぞ
敷
募
撤
同
書
婁
し
て
貰
奮
圭
し
た
．
ヌ
、
麗
箏
繕
皇
嬰
三
畠
鐘
」

置
響
繕
謬
、
袋
夷
義
驚
震
響
に
鰯
澤
姦
撃
ゑ
う
響
喜
、
民
壷
・
翠
携
肇
は
「
畠

曝
臨
鍵
舷
欝
顯
鍾
鴛
雛
饗
魏
鱗
軽
鯵
嶺
蟻
縫
騎
碓
弩
群
韓
獣
鶴
戯

て
復
墾
あ
意
読
て
ゐ
聖
こ
ろ
、
芙
房
劣
、
「
妻
績
朝
輩
に
飛
行
す
る
」
と
い
ふ
意
外
の
漕
豪
礫
梶
．

初
は
何
か
の
託
傳
で
あ
ら
う
と
さ
れ
た
が
噂
後
ち
宣
傅
部
が
靴
静
で
な
い
こ
と
を
穫
表
し
た
の
で
、
ま
た
ま
た
一
種
の
憂
濾
が
生
れ
浸
。

そ
舞
壽
響
と
い
老
董
席
墓
氏
看
見
、
長
灘
の
後
、
李
氏
の
輩
飛
去
叢
漕
喜
る
｝
奮
來
た
．
孟
舌

蔀
長
は
主
席
の
意
蕎
を
承
け
て
國
大
代
表
に
尉
つ
て
投
票
ば
絶
封
自
由
で
夢
夢
、
時
局
風
難
の
際
、
共
伺
し
て
之
に
嘗
り
、
一
日
も
早
く

任
務
を
完
ふ
す
る
圭
垂
む
と
聾
明
奏
。

　
二
十
七
日
は
マ
日
休
含
、
二
十
八
日
、
牛
前
か
ら
大
會
が
重
ね
て
開
か
れ
た
。
胡
適
・
子
斌
爾
氏
か
ら
交
渉
繧
過
の
報
吉
が
あ
り
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
コ
ノ

い
で
副
纏
統
の
第
三
家
選
暴
倉
を
開
く
こ
と
と
な
レ
、
一
切
は
極
め
て
順
調
に
逡
行
し
た
。
開
票
の
結
果
、
李
氏
は
一
飼
五
六
票
」
孫
氏

竺
鼠
o
栗
毘
喜
五
募
嚢
で
碁
も
投
募
翠
数
を
得
薯
餐
奪
た
の
暴
婁
薔
甕
三
項
♀
萎
募

　
　
　
　
噺
行
獲
欄
属
泳
璽
』
雛
饗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
唇
些
き



　
　
　
　
願
灘
灘
灘
蟷
溺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
嶋
西
　
　
（
九
詣
）

澱
険選履

讐
撃
行
ぴ
、
嚢
多
鳶
者
養
遷
す
る
」
・
と
違
に
從
つ
て
決
選
を
行
書
と
な
梶
．
菟
旱

前
選
鵬
合
弧
箆
魚
∫
開
か
れ
．
干
斌
が
主
席
の
座
に
着
署
投
票
を
行
つ
た
結
果
、
李
氏
は
一
四
三
八
票
、
孫
氏
は
一
二
九
五
票
の
得
票
で
、

李
宗
仁
氏
蓄
華
民
蹴
第
扁
勘
縮
楚
賞
選
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ぬ

託
で
裟
寛
せ
轟
統
・
認
勢
馨
芭
晃
づ
蒲
し
て
所
謂
「
行
渥
畠
昊
窪
そ
の
最
舞
の
彗
莚
へ
た

吹
第
書
慕
、
そ
膨
は
壼
叢
馨
蓬
嬰
擢
謂
罠
疑
府
盆
現
蓋
讐
、
随
つ
蚕
護
麿
稜
展
的
解
消
蓬
げ
、

藩
が
盧
接
、
疑
の
歪
翼
荒
空
と
髪
塗
の
で
象
．
一
だ
窒
、
嚢
、
五
塁
吉
鮨
獲
蘭
霧
霧
舞

禁
浮
盈
を
融
國
髪
磨
灘
鐘
止
髪
畜
豊
蒙
嚢
さ
ゑ
霧
霊
鰍
）
、
．
ζ
嚢
雰
爵
は
い
よ
い
皇

民
主
義
中
鴎
と
し
て
此
時
か
ら
全
く
新
を
ス
マ
志
た
の
で
薯
。

毒
い
へ
，
行
憲
大
會
の
肇
纂
仕
膏
撃
繁
と
よ
毒
摯
る
謹
も
の
蕪
詮
某
は
漢
．
朱
文
光
君
は
同
君
の
「
感

想
」
．
と
し
て
傾
蜷
に
値
す
る
記
事
を
同
君
交
章
の
後
段
に
添
へ
て
ゐ
る
の
看
、
そ
の
大
意
を
此
庭
に
諜
患
し
て
國
大
議
事
の
模
様
を
更
に

詳
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
甲
）
　
総
統
～
副
纏
統
σ
選
墓
。
謹
を
糖
統
に
選
學
す
る
か
は
一
般
の
入
に
取
つ
て
は
別
に
む
づ
か
し
い
問
題
で
は
な
か
つ
た
や
う
で
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ず

あ
る
。
大
多
数
の
代
表
は
南
京
に
赴
く
以
前
か
ら
已
に
意
中
め
人
が
決
ま
つ
《
ゐ
た
。
つ
ま
ゆ
、
識
乱
建
爵
の
大
事
業
を
賓
際
に
責
任
を

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

以
て
捲
ぴ
得
る
人
駒
を
選
ぶ
と
い
ふ
丙
が
誰
し
も
の
考
へ
で
あ
つ
た
か
ら
、
投
票
し
な
く
と
竜
、
・
誰
が
當
選
す
る
か
は
大
鐙
、
看
透
し
溶

　
　
　
ヤ
　
　
　
る

幣
い
て
ゐ
た
。
・
尤
も
欝
主
席
だ
け
は
別
で
、
國
内
の
緊
急
情
勢
を
挽
救
す
る
に
は
新
局
面
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乏
考
へ
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
り

秀
盤
暴
叢
外
餐
携
士
遙
竈
瀧
た
ε
2
が
よ
峻
護
し
垢
た
．
警
お
見
馨
ら
嚢
葎
．
ぶ
肇
と

し
て
五
ッ
の
具
盤
的
、
條
件
を
褻
表
し
て
ゐ
た
。
だ
か
ら
、
着
し
も
ζ
の
時
～
彼
の
意
見
が
國
民
窯
鴎
全
大
會
で
採
揮
さ
れ
て
あ
た
な
ら



ば
、
國
昆
窯
以
外
の
候
補
が
推
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
蒋
主
席
の
偉
大
な
風
度
は
、
園
民
窯
の
「
天
下
は
公
と
な
ず
」
と
い
ふ
傳
統
的
思

想
と
共
に
必
す
や
歴
史
に
永
久
の
姓
評
を
留
め
た
こ
と
で
あ
つ
た
ら
う
。
古
人
は
幽
窮
す
れ
ば
愛
ε
、
憂
す
れ
ぱ
通
す
』
と
日
ふ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ロ

蒼彪

猛
募
遜
が
婁
塾
ゑ
．
悉
歪
砦
國
黛
霧
餐
磐
鶏
勢
資
姦
解
し
盗
建
老
風

葺
、
夫
婁
嬰
て
討
轡
奈
鶴
麺
茎
、
憂
屠
難
墾
霧
會
書
、
霞
董
席
に
総
稜
讐
誉
髪
姦

請
｛
と
決
蒐
に
遜
享
．
．
“
、
聲
に
塞
大
禦
馨
禦
量
き
｛
漿
建
麗
籍
識
の
霧
で
傍
寳
を
倣
響
、

翁
の
嚢
・
溜
替
篇
霞
畏
禦
嚢
糞
す
急
叢
く
、
國
民
幾
緩
昊
竃
餐
袋
と
し
て
の
霧
看
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヤ

慧
思
に
基
・
い
て
立
候
補
者
の
連
署
推
學
を
行
ひ
、
．
蕪
員
の
資
絡
を
以
て
本
裳
か
ち
立
候
補
者
を
推
學
し
て
は
な
ら
な
い
、
ま
強
調
し
た
。

そ
こ
で
臨
至
大
會
ぱ
先
き
に
は
巾
常
會
の
報
沓
に
接
も
、
今
ま
た
幾
か
ゐ
蒋
総
裁
の
指
示
を
受
廿
る
に
至
つ
允
の
で
、
甚
だ
意
味
不
明
瞭

な
武
の
決
議
案
を
通
過
し
た
。
則
ち
、
國
民
蕪
と
し
で
は
総
統
の
候
補
者
を
推
薦
し
な
い
が
、
薫
員
は
大
會
に
於
て
法
に
よ
り
本
蕉
丸
員

叢
響
纂
撃
慈
翌
欝
玄
こ
渚
奮
楽
る
、
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
．
お
や
う
装
第
で
、
董
湾
葵
寮
ぞ
誠

蓼
議
豊
籍
讐
黎
、
鷲
、
主
履
饗
て
襲
と
唇
、
一
切
藩
書
ら
て
奪
ら
砦
髪
毒
翼
。
ド
孟

て
所
謂
る
「
窮
す
れ
ば
鍵
じ
V
愛
ヂ
れ
ぱ
通
す
」
と
い
ふ
期
待
は
、
僅
か
に
副
総
統
砂
選
學
に
於
で
の
み
ど
う
や
ら
達
せ
ら
れ
た
の
で
訪

る
o

　
副
纏
統
立
候
補
の
推
薦
に
就
い
て
は
各
代
表
の
意
見
は
頗
る
を
ち
ま
ち
で
あ
つ
た
。
或
る
代
表
は
自
分
に
次
9
や
う
な
こ
と
を
曇
つ

㌃
翌
藝
、
．
繋
．
翌
経
婆
彗
為
叢
い
、
読
肇
犠
藝
錘
し
蓑
箏
馨
喜
乃
謹
で
老
奪
、

萎
よ
こ
ξ
篶
犠
警
な
、
嚢
の
轟
に
、
拳
る
㌻
夷
物
藻
壱
混
撃
謹
し
て
墓
こ
轟
ゑ
．

多
荒
ぱ
・
轟
の
憲
窟
響
れ
・
室
藁
雲
墾
・
諸
護
る
圓
塗
蓮
行
玄
で
鷺
亀
ア
毒
逢
募
初
饗

　
　
　
　
購
馨
療
義
、
大
嚢
』
、
紀
婁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
武
轟
叢
”



　
　
　
　
哨
嚇
叢
鐘
瑳
氏
愈
』
紀
纂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
穴
九
六
）

副
縄
続
乏
財
政
部
長
老
が
決
闘
す
る
と
い
ふ
事
件
が
起
つ
た
が
、
ま
こ
と
に
引
い
て
も
つ
て
」
戒
と
な
す
べ
き
で
あ
る
ー
i
。

　
い
ま
一
人
の
代
表
ー
そ
の
人
は
ユ
γ
ヂ
昌
ア
r
出
身
で
あ
る
が
ー
謡
は
、
。
わ
れ
か
れ
は
最
高
の
敦
育
を
受
け
、
あ
れ
わ
れ
ヱ
ジ
ヂ
昌

　
　
　
ポ
　
　
　
ヂ
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ア
ー
似
持
づ
各
種
の
計
登
を
瞭
解
す
る
こ
と
が
禺
來
る
や
う
な
、
そ
し
て
総
統
を
鴛
助
し
て
建
國
の
大
業
を
完
成
し
得
る
や
う
な
則
総
統

を
逡
出
し
た
い
、
と
日
つ
た
。
又
あ
る
代
表
は
か
う
も
田
つ
た
。
今
の
餓
飢
時
代
に
於
ズ
老
成
謀
國
の
儒
將
忍
副
線
統
に
選
び
、
認
、
も
つ
て

紘
統
を
鴛
助
し
て
蓮
か
に
國
民
を
水
火
の
串
か
ら
救
ひ
、
統
一
レ
た
軍
廊
民
主
國
を
實
現
し
て
貰
ぴ
た
い
、
ど
。
文
、
或
る
代
表
は
、
こ

の
危
槻
が
四
伏
す
る
捲
期
に
當
σ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
有
力
な
副
線
統
が
出
て
、
新
局
面
を
打
路
し
、
線
統
を
謝
助
し
徹
底
的
な
革
新
政
治

を
や
つ
て
貰
ひ
海
い
と
略
つ
た
ゆ
更
に
或
る
代
表
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
蒋
主
席
都
提
議
し
た
や
う
に
は
、
，
大
総
統
を
窯
外
か
ら
選
出
L
な

む
強
、
少
く
喜
潔
藻
餐
叢
撃
奮
櫨
し
て
鷺
募
駕
に
努
尊
甚
書
像
奮
嶺
、
と
塁
た
．

叉
、
民
主
肚
會
窯
代
表
や
青
年
蕪
代
表
な
ど
ぱ
、
纏
統
の
選
撃
に
就
て
に

一
致
し
元
蒋
主
席
を
支
持
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
副
総
統
の
選
學

　
　
　
　
ゆ

に
封
し
て
は
共
意
樹
を
あ
ま
り
積
極
的
に
表
示
し
て
は
み
な
か
つ
た
。
’
則
ち
民
肚
窯
は
副
総
統
候
補
者
を
幽
し
た
こ
と
は
出
し
た
の
で
あ

る
が
、
熱
心
な
宣
傳
は
冶
ど
や
ら
な
か
つ
た
。
青
年
窯
は
候
櫨
者
す
ぢ
竜
推
薦
し
な
か
つ
た
。
“
つ
た
い
ど
う
毛
た
諜
け
か
と
訊
ね
る
と
、

彼
ら
は
、
初
め
の
頃
は
、
中
央
が
牽
だ
人
選
を
決
定
レ
て
ゐ
な
い
か
ら
た
と
答
へ
て
ゐ
た
し
、
接
ち
駕
な
つ
て
費
際
に
投
票
が
数
回
行
は

れ
た
と
き
に
は
、
費
は
決
つ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
嚢
表
ぽ
し
な
い
だ
け
だ
荊
と
答
へ
て
ゐ
た
。
玩
づ
れ
に
し
て
も
前
記
五
人
σ
代
表
の

謂
ふ
所
は
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
る
に
は
違
ひ
な
い
け
れ
ど
、
結
局
、
ど
の
読
が
一
番
力
量
の
あ
る
も
の
で
あ
づ
た
か
は
、
其
後
の
事
胃
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

之
を
詮
畷
し
た
の
で
あ
る
。
李
宗
仁
先
生
は
已
に
第
一
任
の
副
総
統
に
當
選
し
て
革
新
政
治
を
呼
號
し
た
。
そ
し
て
親
聞
紙
は
彼
の
當
選

　
　
　
　
　
　
　

以
後
、
物
便
は
早
垂
下
落
を
見
せ
、
憧
人
抵
這
の
物
債
下
落
が
永
績
き
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
ゐ
る
、
と
報
じ
た
。
尤
も
そ
こ
は
く
の

小
型
新
闘
や
雑
誌
な
ど
は
、
喜
ん
で
。
「
入
，
犬
を
咬
む
」
式
の
記
事
を
載
せ
で
内
幕
が
ど
萱
の
ζ
う
の
と
書
き
立
て
た
も
の
で
あ
る
が
，



無
論
わ
れ
わ
れ
傍
騎
者
の
識
り
得
る
所
で
は
な
い
。
た
辞
國
民
窯
の
老
窯
員
で
、
代
表
で
あ
づ
た
或
る
人
ー
そ
め
人
は
絡
始
何
れ
の
方

面
か
ら
も
何
ら
の
脅
威
や
誘
利
を
受
け
な
か
つ
た
人
で
あ
る
が
ー
が
わ
た
く
し
に
親
レ
く
次
の
や
う
に
謡
を
し
て
呉
れ
た
。
「
一
枚
の

閏
庸
鐙
に
基
い
て
一
放
の
、
選
學
票
を
受
取
り
、
誉
方
が
板
で
園
ま
れ
、
循
の
方
は
絶
封
に
人
か
ら
覗
か
れ
る
や
う
な
こ
ど
の
な
い
場
燐
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

悉
熈
ら
し
歪
3
嬰
奪
2
薯
窒
、
聾
峯
て
、
わ
し
を
脅
か
す
や
う
誉
と
は
出
餐
レ
な
い
ー
．
覆
脅
肇

茜遣たと

い
ふ
人
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
霞
身
の
心
理
作
用
で
診
つ
て
、
疑
紳
暗
鬼
に
外
な
ら
な
い
」
。
ま
ζ
と
ば
そ
の
通
夢
で
あ
つ
た

で
あ
ら
う
。

‘
（
乙
）
　
憲
法
の
修
正
。
　
憲
法
第
二
十
七
條
の
規
定
す
る
國
民
大
會
の
職
穫
は
、
総
統
・
測
総
統
を
選
翠
し
、
罷
琵
す
る
以
外
に
最
も

嚢
房
幾
勢
整
需
る
。
各
袋
に
し
て
若
し
憲
肇
＋
四
馨
條
の
規
定
に
從
つ
毒
蘂
蓋
出
し
た
夢
段
、
孟

は
元
よ
り
非
難
す
べ
唐
と
こ
ろ
で
は
な
W
。
か
の
制
憲
會
議
が
國
大
の
職
櫨
を
規
定
し
た
と
き
、
選
撃
・
罷
菟
・
創
制
L
複
決
の
四
政
権

禽
森
雷
菱
窪
謬
質
し
西
巽
會
の
行
隼
る
達
ろ
と
し
奈
膣
か
ら
、
蓼
の
國
大
袋
は
、
國
民
の
當
磐

す
ぺ
き
政
槽
が
剥
削
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
た
の
で
勘
つ
て
、
こ
れ
は
無
現
も
な
い
次
第
で
あ
る
。
張
知
本
代
表
が
提
風
し
た
ニ
ケ
條
の
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

正
案
⑳
如
き
は
、
ま
さ
に
最
低
限
度
の
要
求
で
あ
つ
た
で
あ
あ
う
。
今
同
は
修
正
の
目
的
が
蓮
せ
ら
轟
な
か
つ
た
け
れ
ど
（
コ
年
の
後
に

は
必
す
重
ね
て
提
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
V
各
代
表
は
本
大
會
の
閉
幕
後
も
、
這
の
修
正
案
に
封
し
て
詳
細
に
考
慮
一
番
す
る
こ
と
が
整

ま
し
い
。

　
叉
、
立
法
院
が
業
案
を
覆
議
す
る
と
き
、
・
若
し
立
法
委
員
三
分
の
二
が
原
案
を
維
持
す
る
な
ら
ば
、
，
行
政
院
汝
長
ぱ
該
案
を
接
受
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

か
藩
嚢
し
奮
轟
奮
誉
の
謬
つ
て
、
、
行
鷹
の
享
は
、
立
法
院
を
覆
し
藷
属
磨
訴
へ
奎
と
轟
奮
講

玄
重
蟻
甕
お
君
る
．
誉
走
奮
し
金
麓
羅
軽
、
何
れ
の
國
の
産
蓄
毘
磐
看
ξ
契
君

　
　
　
　
屑
行
竃
、
畷
藩
、
象
倉
轟
．
、
紀
婆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
糞
茜



　
　
　
型
型
糎
顛
鐵
窺
璽
零
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯
昌
几
　
　
　
（
残
海
凡
）

嚢
塘
．
や
義
房
讐
制
零
養
歪
、
行
蔑
嚢
震
砦
や
髪
会
．
ま
つ
た
く
少
く
な
い
わ
塔
、
鰹
薯
余

瞬
望
淑
．
堵
真
脊
姦
蒼
欝
雫
巷
誉
霞
ゐ
ち
墾
捻
毯
う
し
述
く
匠
護
食
篭
一
輔
百
天
下
案
持

　
　
ド
　
　
　
　
コ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ぬ

と
懸
リ
サ
　
一
貫
し
た
政
策
を
長
期
に
亙
つ
て
實
行
す
巻
こ
と
は
掛
來
な
い
．
こ
の
や
う
な
事
が
果
し
て
國
家
の
た
あ
紅
幸
で
あ
る
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

か
、
”
確
か
に
討
論
に
値
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
憲
法
の
修
正
に
反
封
す
お
人
達
は
慮
さ
に
考
慮
一
番
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
元
よ
り
憲

塗
露
整
姦
へ
て
人
民
に
憲
婆
覆
蓄
心
響
蒼
喜
る
を
筆
つ
て
窪
h
差
℃
ポ
誌
鷺
嚢
に
如
何
な

る
蟹
奮
象
妻
！
嚢
の
釜
を
饗
い
墾
・
孕
局
よ
へ
ξ
導
墓
ぎ
霧
り
荏
蒼
養
玄
圭
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

窒
詮
く
な
い
」
か
く
し
て
毫
、
眞
吾
憲
政
を
實
行
玄
國
毬
智
得
る
か
象
あ
る
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
丙
）
　
國
民
大
會
は
治
権
機
關
爾
は
な
悔
。
憲
法
第
二
十
五
條
藏
、
國
民
大
會
は
全
國
万
民
を
代
表
し
て
政
権
を
行
使
す
為
乏
規
定
し

　
　
　
　
　
響
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
．
　
　
　
　
』

た
．
燐
謂
る
籍
毒
馨
．
蒙
・
剰
食
滲
器
暴
孟
蓼
夢
で
奮
内
・
財
蓼
鍔
・
警
麦
化
碁
交
歯

睾
．
毒
．
．
水
利
・
塾
．
喪
華
編
す
る
震
霧
婆
べ
て
馨
窺
園
量
し
、
立
麓
・
繁
蒙
孟
ぞ
れ
桧
型
翌

と
奏
毒
ゑ
て
、
麗
沓
の
嚢
墓
す
書
ろ
莫
い
．
餐
に
這
の
第
届
麗
大
霞
輩
疑
蓉
読

た
の
で
内
各
代
表
の
闘
心
は
主
と
し
て
風
事
に
集
中
し
v
随
つ
て
政
膨
に
封
す
る
建
議
が
多
く
・
提
案
賓
に
ト
七
冊
に
も
及
び
t
成
は
薬

器
2
望
驚
圭
い
蓄
の
奪
嚢
雀
涯
藷
姦
ゆ
る
必
要
な
し
よ
蓄
の
裏
嘉
る
嘉
で
、
丁
度
、
参
馨

の
瀦
姦
誉
蓋
る
や
甚
勇
た
暑
し
雷
先
告
婁
の
暫
政
讐
蓬
と
を
募
す
薯
の
と
す
藍
、
あ
蓼
な

㌘
窪
釜
養
鐘
誉
し
て
驚
撃
蒼
供
苫
発
疑
窪
凱
2
霞
す
べ
喜
あ
る
．

　
　
　
　
　
の

3
奨
讐
二
言
霧
毎
聚
書
淫
葦
開
替
警
前
奪
、
候
響
募
差
援
撃
す
歪
と
森
望
嚢

舞
筆
響
歪
走
毯
て
愈
・
磐
髪
コ
盗
響
藝
謬
奮
浅
叢
耀
馨
て
湊
讐
は
雷
の
篭
各



て
休
め
な
か
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
劒
援
弩
張
、
措
詞
も
極
め
て
穏
當
を
歓
窪
、
そ
の
た
め
誤
解
を
招
㌔
て
幾
度
か
選
學
が
進
行
し
な
か

つ
た
。
故
に
今
後
の
選
鵯
で
は
必
す
或
る
規
則
を
定
め
て
、
各
候
補
者
の
宣
傳
は
選
學
前
の
一
週
間
を
以
で
打
き
り
と
し
、
開
會
期
聞
串

は
候
補
者
ば
宴
會
な
ど
噛
開
が
な
い
こ
と
乏
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
次
に
民
密
討
禽
議
を
開
く
と
い
ぶ
の
な
ら
ば
、
泌
ウ
並
反
爾
方
豹
意
見
に
均
し
ぐ
嚢
表
の
機
會
を
得
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
激
逼
。
今
次

塊
禽
甚
嘆
、
反
封
の
属
憲
£
、
た
穿
に
塞
藁
げ
ら
れ
．
姦
か
り
で
ぞ
、
降
壇
、
潅
美
腰
箏
し
て
曇
ρ
贅

を
畿
表
さ
せ
な
か
つ
た
。
甚
だ
し
い
の
は
、
褒
嘗
人
が
原
案
に
反
封
し
て
ゐ
る
め
で
は
な
い
の
に
、
理
論
が
少
し
ば
か
り
曲
折
す
る
ま
忽
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

降
壇
呼
ぱ
は
り
が
起
り
、
猫
ほ
襲
冒
を
絞
穂
し
ょ
う
遇
の
倣
ら
、
ヤ
ヂ
を
浴
び
せ
て
璽
倒
し
、
一
孚
一
句
菟
聴
か
れ
な
い
や
う
起
す
る
の

で
あ
つ
た
』
案
け
の
警
齢
手
よ
倉
と
鑛
罠
主
鋲
窪
秦
蓼
ぞ
今
後
谷
警
挙
謬
量
改
筈

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
民
主
政
治
は
第
一
に
容
認
が
肝
心
で
み
る
。
各
種
不
同
の
意
見
を
容
認
し
、
・
各
種
の
意
見
に
嚢
表
の
槻
會
を
與
へ
貞

然
る
後
、
表
決
を
行
ひ
、
．
決
を
多
数
に
取
る
こ
と
と
し
て
、
始
め
て
成
立
の
方
式
に
適
ふ
わ
廿
で
あ
る
。
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其
次
に
、
表
決
器
は
十
分
信
頼
出
”
來
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
藩
し
も
或
る
人
溝
そ
れ
を
梗
用
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
疑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

や
う
馨
の
需
る
手
段
、
疲
婁
心
墓
ゑ
李
る
か
逸
鷺
．
尤
五
人
の
袋
が
手
毒
堵
霧
痛
器
る
べ

勘
の
ボ
磨
ン
を
捉
す
こ
と
な
ど
は
∴
決
し
て
よ
ろ
し
い
と
ば
臼
は
れ
な
い
o
小
さ
い
事
だ
が
・
特
に
愼
載
ぺ
き
で
あ
る
o
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ぴ
ぼ

　
こ
の
外
真
今
次
主
席
側
の
蓬
華
は
無
記
名
軍
記
の
方
式
を
採
り
、
殆
ど
一
翠
位
ご
と
に
代
表
を
主
席
圏
に
参
鋤
さ
管
、
樋
つ
て
各
代
表
の

登
婆
ぺ
議
墨
の
青
馨
契
奎
薔
の
霧
に
奮
す
こ
と
に
馨
奏
で
．
重
位
を
毒
と
の
選
携
蓼
轟

叢が

超
ら
な
節
豊
書
盗
、
毒
星
ま
れ
套
，
懸
あ
馨
“
か
、
、
食
薯
蓬
傭
の
嚢
ぷ
、
青
携
奪

聖
歌
玉
蒙
書
裾
鑑
か
縦
．
傍
叢
暑
憲
讐
刺
撃
誇
蓄
建
、
し
か
し
、
勘
身
で
選
定
し
叢
蛋
藩
身
で

　
　
　
　
蟹
嚢
饗
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莞
　
義
聾



　
　
　
　
馨
難
養
黛
斑
襲
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
σ
　
　
　
（
七
〇
〇
）

冬
信
辱
る
喜
嘆
、
代
婁
樹
度
は
考
し
藁
肇
充
分
畿
蓼
髪
嘉
出
來
書
か
。

　
以
上
は
ず
ぺ
て
些
細
な
事
柄
で
あ
る
け
れ
ど
、
’
わ
れ
わ
れ
が
民
主
政
治
の
第
一
課
に
あ
る
と
き
、
小
事
と
い
へ
ど
も
注
意
に
注
意
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
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て

へ
、
以
て
妊
き
模
範
を
養
成
し
て
後
人
の
製
法
を
待
つ
べ
き
で
あ
ゑ
作
者
は
大
會
に
就
て
大
謄
の
意
見
配
述
ぺ
て
搬
た
が
、
し
か
し
大

會
が
ら
受
け
た
印
象
は
、
そ
こ
ぱ
く
σ
新
聞
雑
誌
が
傳
へ
た
や
う
な
臨
雑
と
い
ふ
印
象
で
は
な
か
つ
た
づ
元
來
、
三
千
人
蝕
ウ
の
代
表
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛮

大
會
を
開
く
こ
と
は
各
國
に
も
饒
り
あ
る
こ
と
で
は
な
い
ー
も
か
も
、
f
時
局
は
緊
張
、
人
心
は
慎
急
の
時
一
南
京
に
來
つ
て
傑
會
し
、
今

日
め
牧
獲
を
語
さ
め
得
た
と
と
は
．
そ
の
こ
と
自
身
す
で
に
貴
ぶ
ぺ
き
で
あ
り
う
況
ん
や
毎
家
、
．
投
票
が
行
は
れ
た
と
き
、
秩
序
が
井
然

た
り
L
こ
と
な
翼
に
賞
讃
に
値
す
石
と
こ
み
噂
あ
る
。


